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下水道管埋設技術（推進工法）をインドネシア洪水対策
事業（地下放水路建設）に適用
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イセキ開発工機
脇田　智晴

・本プロジェクト成立には、インドネシア国政府およびパートナーである国営企業（PT WIJAYA KARYA 
（Persero）Tbk　（WIKA））との信頼関係が不可欠です。
・ＪＩＣＡ普及事業、国交省研修実施、ミーティング等に欠かさず同行、英語、中国語はもとより、本プ
ロジェクトの協議に必須のインドネシア語を短期間で習得し、関係者間のコミュニケーションの円滑化
に尽力しました。

・推進技術のプレゼンの際には、専門用語をわかりやすく説明し、本邦推進技術の優位性の理解を得るこ
とによって強固な信頼関係を構築、本プロジェクトの実現に大きく貢献しました。

・日本国内の下水道管路敷設等で培われた「世界最高水準の推進工法技術」を海外プロジェクトに適用
・インドネシアの洪水対策事業に日本の推進施工企業・掘進機製作メーカー等が「チーム」として参画
・洪水を繰り返すジャカルタ市内の、チリウン川と放水路を超大口径管推進工法で連結
◎本プロジェクトでは、数年後に本格化が見込まれるジャカルタの下水道プロジェクトへの本邦推進工法技術
の適用を視野に、現地政府の推進技術に対する信頼を深めるとともに現地技術者の育成を行い、下水道プロジェ
クトの計画・発注・施工がよりスムーズに行われる環境の整備を目指します。


